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 ⇒ 長期の地殻変動分布の検出 
・地表変動研究における偏波の利用 
 ⇒ 地殻変動検出においても偏波の利用により，より精度の高い地殻変動が得られるかもしれない 
 ⇒ 研究者側で，そのような研究をもっと進めなければならないのでは 
 ⇒ フルポラリメトリーユーザーとの観測競合を避けることで，観測機械の向上につながる 
    （地殻変動研究者と偏波研究者との共存） 
 ⇒ 例えば，入射角を共通化するだけでも効率化につながる 
・ Level1.0データの提供は不可欠 
 ⇒  解析範囲やアロングトラック方向の連結，SAR処理の高度化，データサイズのコンパクト化 
・ 大量データの解析に対応したデータ提供の必要性 
 ⇒ 地殻変動の精密把握 
 ⇒ 地盤沈下だと １観測/月/サイト×２（A/D） くらいのデータが必要 
・ 次期SAR衛星のことの前に，ALOS-2の運用について議論すべきだ 
 ⇒  我々（研究者サイド）の意見をあげられる機会はないのか？  
 PI会議で意見を述べられるが，それがどれくらい反映されているのかが分かりにくい 
 ⇒ Level1.0が必要だ 
 ⇒ もっとデータが必要だ 
 ⇒ 観測シナリオの見直し（見直しの会議に参加したい） 
 ⇒ 緊急観測の頻度が多すぎるのでは？ 
 ⇒ 入射角は固定の方が良い（ベースマップ取得後は基本モードが主で頻度は改善される？） 
 ⇒ ベースマップの更新方法について，我々も意見を述べたい． 




 ・ 年間200シーンでは，我々の研究にはまったく足らない． 
 ・ パワーユーザーが少ない（人材育成）  
 ・ テキスト的なドキュメントの作成が必要？ 
 ⇒ 予算の獲得が必要 




 ・ 次世代火山研究・人材総合育成プロジェクトへの参加 
 ・PIXELと連携する 
 ・データセンターの設立 
 ・ソフトウェア講習会を拡充？（他の講習会と協力） 
